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進化学看である。その業績は京都大学の進化論の一つの流れとみてよいであろう。他の方面の  
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5．徳田進化論と今西進化論の関係   
1940年代から現在に至る日本の生物学史の中で、徳田の進化論と今西の進化論はいわゆる京  
都学派の進化論の中に位置づけられる。その中でもこれらは反ネオ・ダーウィニズムの立場で、  
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